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経営革新を目指す皆様へ                                                       2024/5 

 中小企業等経営強化法に基づく  

 経営革新計画の承認手続と支援メニューのご案内  

 
 

新商品や新サービスの開発、新たな販売方式の導入など、特定事業者が行う新たな取組につい

て、所定の様式に従って「経営革新計画」を作成していただき、法に基づく県知事の承認を受け

ると、計画期間中、政府系金融機関による低利融資や信用保証の特例、国の補助金等の加点など

の支援メニューを利用することが可能となります。 
 
 

１ 対象事業者 

  県内に本店の登記（個人事業者の場合は住民登録）がある全業種の特定事業者＊、その

グループ、組合等が対象となります（ＮＰＯ法人、医療法人・学校法人等については対象

外）。なお、計画作成に当たっては、１年以上の既存事業での事業実績が必要となります。 
 

＊特定事業者として本法の対象となる会社及び個人の基準 

主たる事業を営んでいる業種 
従業員基準 

(常時使用する従業員の数) 

製造業、建設業、運輸業その他の業種 ５００人以下 

卸売業 ４００人以下 

サービス業(下記以外) ３００人以下 

 
ソフトウェア業、情報処理

サービス業、旅館業 
５００人以下 

小売業 ３００人以下 

(注)常時使用する従業員には、事業主、法人の役員、臨時の従業員を含みません。 

 

２ 経営革新計画の承認基準 

  経営革新計画について承認を受けるためには、その計画の内容が、 

「新事業活動」を行うことにより、「相当程度の経営の向上」を図る ものであることが条

件となります。具体的には、次の(1)(2)の基準を満たすとともに、計画の実施内容・資金計

画が適切であることなどが必要です。なお、計画期間（研究開発期間＋事業期間）としては、

事業期間だけの場合、３年、４年、５年のいずれか、研究開発期間がある場合、最大８年（た

だし事業期間は３年、４年、５年のいずれか）を選択できます。研究開発期間は０～５年、

事業期間は３～５年で最大８年の組合せとなります。 

（例）研究開発期間３年 ＋ 事業期間５年 ＝ 計画期間８年 

  

 (1)「新事業活動」とは 

   自らのアイデアによる新たな事業活動であって、次の各類型の事業を含むものをいい

ます。なお、計画を作成する事業者にとって新たなものであれば、既に他社において採

用されている技術・方式を活用する場合についても対象となります。ただし、同業他社

（地域性の高いものは同一地域における同業他社）において、既に相当程度普及してい

る技術・方式の導入については対象外となります。 
 

   ①新商品の開発又は生産 

  ②新役務の開発又は提供 

  ③商品の新たな生産又は販売の方式の導入 

  ④役務の新たな提供の方式の導入 

⑤技術に関する研究開発及びその成果の利用その他の新たな事業活動 

 
 (2)「相当程度の経営の向上」とは 
   経営目標として、以下の２つの経営指標が、計画期間に応じた目標伸び率を達成する

ことをいいます。なお、これらの経営指標は計画終了時点（事業期間最終年）において

達成されていれば、計画途中の各年に達成されていなくても構いません。ただし、計画

終了時には、それぞれが正の値であり、また、経常利益が黒字であることが必要です。 
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① 付加価値額の向上 

   企業全体の付加価値額（＝営業利益＋人件費＋減価償却費）または従業者一人当たり

の付加価値額（＝付加価値額÷従業者数）のいずれかについて、直近期末の実績に対し、 
 

・事業期間が３年の場合は、計画終了時において目標伸び率が９％以上 

・事業期間が４年の場合は、計画終了時において目標伸び率が１２％以上 

・事業期間が５年の場合は、計画終了時において目標伸び率が１５％以上 
 

の目標を立てることが必要です。 
 

② 給与支給総額の向上 

企業全体の給与支給総額（役員報酬＋給料＋賃金＋賞与＋各種手当。ただし福利厚生

費、退職手当は含めず）について、直近期末の実績に対し、 
 

・事業期間が３年の場合は、計画終了時において目標伸び率が４.５％以上 

・事業期間が４年の場合は、計画終了時において目標伸び率が６％以上 

・事業期間が５年の場合は、計画終了時において目標伸び率が７.５％以上 
 

の目標を立てることが必要です。 
 

３ 支援メニュー 

中小企業等経営強化法により承認された「経営革新計画」を実施する特定事業者には、

次のような支援メニューが用意されています。ただし、計画の承認後は、各支援機関等に

おいて申請手続と審査が必要です（審査結果によっては利用できない場合もあります）。 

 (1) 政府系金融機関等による低利融資 

・日本政策金融公庫の低利融資を利用できます。 

   〈「新事業活動促進資金」の場合〉 

    限 度 額  ７億２千万円（運転資金は２億５千万円） 

    融資期間  20年（運転資金は７年）以内 

  ・神奈川県制度融資のうち、長期低利の「経営革新支援融資」を利用できます。 

    限 度 額  ８千万円（設備資金・運転資金） ※海外直接投資は２億８千万円 

    融資期間  10年（運転資金は７年）以内 
 
 (2) 中小企業信用保険法の特例 

・通常の保証限度額（普通保証2億円、無担保保証8,000万円（うち無担保無保証人保証2,000万

円））とは別に、同額の別枠を設けています。 

  ・研究開発費用を対象とする新事業開拓保証について、限度額が通常の２億円から３億

円に引き上げられます。 
 

(3) 中小企業投資育成株式会社法の特例 

資本金３億円超の株式会社も、投資育成会社の投資事業対象となることができます。 
 
 (4) （地独）神奈川県立産業技術総合研究所手数料及び使用料の減免制度 

経営革新計画に係る研究開発のための試験等を（地独）神奈川県立産業技術総合研究

所に依頼される方は、手数料及び使用料の軽減申請（半額）ができます（上限あり）。 
 
 (5) 海外展開に伴う資金調達支援 

国内中小企業者が、外国関係法人等（海外子会社等）も関連して新規事業を展開する

場合に、外国関係法人等の現地金融機関からの資金調達や国内中小企業の海外子会社

等へ投資を支援します。 

① 現地子会社の資金調達支援 

株式会社日本政策金融公庫法の特例によるスタンドバイ・クレジット（債務保証）

及びクロスボーダー・ローン（海外子会社への直接融資）がご利用になれます。 
 

② 海外展開のための国内における資金調達支援 

中小企業信用保険法の特例（海外投資関係保険）による中小企業信用保険の限度額

が増額されます。 

（保証限度額）１企業：３億円（通常２億円）、１組合：６億円（通常４億円） 
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＜参考＞外国関係法人等（海外子会社等）の定義について 

（ⅰ）外国関係法人等とは、中小企業者等と以下のイ、ロ又はハのいずれかに該当する関係を

持つ外国の法人または団体（以下、「外国法人等」という。）のことをいう。 

 株式等の総数又は総額の一定水準 役員数の一定比率 

イ 50％以上 （条件なし） 

ロ 40％以上50％未満 役員50％以上 

ハ 20％以上40％未満かつ筆頭株主 役員50％以上 

（ⅱ）上記（ⅰ）を満たす者（いわゆる子会社）が単独又はその親会社である中小企業や他の

子会社と共同で、上記イ、ロ又はハのいずれかの要件を満たす外国法人等を設立した場

合、当該外国法人等も含む。 
 
 

(6) 国の補助金等の加点 

国の補助金等では、経営革新計画の承認企業に対し加点を行っているものもあります。 

 （例）ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金など 

 

４ 申請書類及び申請手続の流れ 

  申請相談窓口を通じて、次の書類を電子ファイルにてご提出いただきます。 

 【申請様式】 

① 経営革新計画に係る承認申請書（WORD ファイル）  
⇒別表３の作成にあたって、県 HP で提供している「別表３作成用ツール」を利用した場合は、当該

EXCEL ファイルをあわせて提出（この場合 WORD ファイルの別表３は空欄とする） 
 

【添付書類】※いずれも PDF ファイルで提出 

② 最近２期間の決算書（実績１年で確定申告前の場合は要相談） 
⇒貸借対照表、損益計算書(販売費及び一般管理費内訳書、製造原価報告書含む) 

③ （法人）定款（登記簿謄本と異なる項目がある場合は、変更時の議事録添付） 

④ （法人）登記簿謄本（履歴事項全部証明書）、（個人）住民票（本籍地・マイナンバー等は省略） 
⇒いずれも概ね３ヶ月以内に発行された最新の内容のもの 

⑤ 営業の許可書等（行政庁の許可等の必要な業種を行っている場合）  

⑥ 会社案内または経歴書 
 

  ＜海外展開支援を受ける場合＞ 

⑦ （海外子会社等の）株主一覧及び役員一覧等 
   
＊申請書と承認申請の手引き及び記載例は、県のＨＰよりダウンロードできます。 

 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/jf2/cnt/f105/  神奈川 経営革新  で検索 
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５ 申請相談窓口 

経営革新計画の承認申請をされようとする方は、申請書（原案）を作成の上、必ず下記の

申請相談窓口にご相談ください（要事前予約）。なお、申請相談窓口への相談や申請書類の

提出にあたっては、必ず申請企業の代表者または計画内容を説明できる役員や従業員の方

が行ってください（専門家同席の可否については、事前に申請相談窓口にご確認ください）。 
   

※承認制度や申請書の作成方法の確認など、申請書（原案）の作成前のご相談も可能です。 
 

(1) 商工会・商工会議所 

各商工会または商工会議所が管轄する市町村にある事業者の方であれば、会員でなく

てもご相談に応じています。※必ず事前に電話予約してください。 

名 称 電 話 名 称 電 話 名 称 電 話 

横浜商工会議所 045-671-7450 厚木商工会議所 046-221-2153 大磯町商工会 0463-61-0871 

川崎商工会議所  044-211-4111 大和商工会議所 046-263-9112 二宮町商工会 0463-71-1082 

相模原商工会議所 042-753-8135 海老名商工会議所 046-231-5865 足柄上商工会 0465-83-3211 

横須賀商工会議所 046-823-0402 小田原市橘商工会 0465-43-0113 山北町商工会 0465-76-3451 

平塚商工会議所 0463-22-2510 逗子市商工会 046-873-2774 真鶴町商工会 0465-68-0033 

鎌倉商工会議所 0467-23-2563 伊勢原市商工会 0463-95-3233 湯河原町商工会 0465-63-0111 

藤沢商工会議所 0466-27-8888 座間市商工会 046-251-1040 愛甲商工会 046-286-3672 

小田原箱根商工会議所 0465-23-1811 南足柄市商工会 0465-74-1346 城山商工会 042-782-3338 

茅ヶ崎商工会議所 0467-58-1111 綾瀬市商工会 0467-78-0606 津久井商工会 042-784-1744 

三浦商工会議所 046-881-5111 葉山町商工会 046-875-2810 相模湖商工会 042-684-3347 

秦野商工会議所 0463-81-1355 寒川町商工会 0467-75-0185 藤野商工会 042-687-2138 

 

(2) 中小企業支援機関 

下記の中小企業支援機関においても、ご相談に応じています。なお、神奈川県中小企

業団体中央会、(公財)神奈川産業振興センターについては、神奈川県内にある全ての事

業者の方が相談を受けることが可能です。※必ず事前に電話予約してください。 

名 称 電 話 名 称 電 話 

神奈川県中小企業団体中央会 045-633-5132 （公財）神奈川産業振興センター 045-633-5200 

（公財）横浜企業経営支援財団 045-225-3711  よろず支援拠点（本部） 045-633-5071 

（公財）相模原市産業振興財団 0042-759-5600 （公財）川崎市産業振興財団 044-548-4159 

 

６ フォローアップ調査・終了調査 

事業期間開始後１～２年後に、計画の達成状況や支援メニューの活用状況を確認するた

めフォローアップ調査を行います。また、計画期間終了後には同様に終了調査を行います

のでご協力をお願いします。 

＊承認後、国からの依頼に基づきフォローアップ・終了調査以外の調査をお願いする場合があります。 

 

〔問合せ先〕 

神奈川県産業労総局中小企業部 中小企業支援課 

かながわ中小企業成長支援ステーション ☏０４６－２３５－５６２０ 
 

注）県機関では、申請書作成等に係る相談や直接の受付は行っておりません（申請相談窓口をご利用ください）。 


